
2017

№202

4かしはら市議会だより

一般質問

奥
田　
　

寛

奥
田　
　

寛

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

児

童

福

祉

こ
ど
も
園
の
指
定
管
理
、
民

間
委
託
に
つ
い
て
過
去
に
何
度
か

「
や
る
」
と
い
う
返
事
を
得
て
い

る
。
認
識
は
。
ま
た
、
時
期
は
。

本
市
で
は
、
公
立
の
保
育
所

と
幼
稚
園
を
組
み
合
わ
せ
「
こ
ど

も
園
」
と
し
て
い
る
。
公
立
の
幼

稚
園
部
分
は
、
個
別
に
学
校
教
育

法
等
に
よ
り
管
理
者
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
民
間
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
で
き
な
い
。
保
育

所
部
分
を
無
理
や
り
切
り
離
し
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
の

は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
を
一
体
的

に
運
営
し
て
い
る
た
め
現
実
的
に

は
難
し
い
。
ど
う
い
う
形
で
あ
れ

ば
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
で
き

る
の
か
、
市
有
施
設
再
配
置
検
討

審
議
会
や
教
育
施
設
再
配
置
検
討

審
議
会
の
審
議
も
踏
ま
え
検
討
し

た
い
。完

全
に
保
育
所
に
す
る
か
、

認
定
こ
ど
も
園
に
す
れ
ば
指
定
管

理
に
で
き
る
。
や
ろ
う
と
思
え
ば

や
り
方
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
市

長
か
ら
、
直
接
答
を
聞
き
た
い
。

い
ず
れ
か
に
は
指
定
管
理
を

し
た
い
。
時
期
は
、
今
の
と
こ
ろ

未
定
で
あ
る
。

30
〜
40
年
前
、
４
・
５
歳
の

人
口
は
今
の
２
倍
あ
り
、
幼
稚
園

や
保
育
所
に
入
っ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
施
設
面

積
が
あ
っ
た
。
面
積
を
理
由
に
待

機
児
童
が
出
る
の
は
お
か
し
い
。

具
体
的
に
は
、
公
立
の
単
独
幼
稚

園
を
認
可
外
保
育
園
に
引
受
け
て

頂
き
、
認
可
保
育
園
に
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
使
え
る
面
積
が
あ
る
の
に
、

新
し
く
建
物
を
作
る
必
要
は
な
い
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

発
想
の
中
に
、
私
立
の
保
育
園
の

面
積
を
き
ち
ん
と
計
算
に
入
れ
検

討
す
る
よ
う
一
年
前
に
投
げ
か
け

た
。
そ
の
答
え
は
。

Ｆ
Ｍ
の
取
り
組
み
は
、
各
公

共
施
設
の
基
本
的
な
管
理
方
法
を

定
め
る
の
を
目
的
に
進
め
て
い
る
。

直
接
的
に
は
民
間
の
施
設
は
対
象

に
は
含
ん
で
い
な
い
が
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
実
施
方
針

の
各
項
目
の
中
に
、
民
間
と
の
連

携
、
民
間
活
力
の
活
用
も
掲
げ
て

い
る
。
民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民

間
で
、
行
政
が
行
う
べ
き
こ
と
は

行
政
で
と
い
う
部
分
を
見
き
わ
め
、

民
間
と
も
連
携
し
進
め
た
い
。

三
浦
市
長
の
時
代
に
、
公
立

５
園
、
私
立
７
園
以
外
は
認
可
し

な
い
と
の
約
束
が
あ
っ
た
の
に
、

約
束
が
違
う
と
不
満
を
述
べ
て
い

る
私
立
の
方
が
お
ら
れ
る
が
、
そ

う
い
っ
た
約
束
が
あ
っ
た
の
か
。

30
年
前
の
市
長
が
約
束
さ
れ

た
、
７
つ
の
認
可
園
以
外
は
認
可

し
な
い
と
い
う
事
は
、
記
録
も
残

っ
て
お
ら
ず
、
発
言
場
所
も
不
明

で
あ
る
。
待
機
児
童
の
解
消
策
と

し
て
、
現
在
、
事
業
認
可
の
保
育

園
で
分
園
を
整
備
し
た
い
と
い
う

計
画
も
あ
る
。
今
後
、
待
機
児
童

解
消
策
と
し
て
、
国
の
補
助
申
請

や
補
正
予
算
を
つ
け
な
が
ら
考
え

た
い
。

八
木
駅
南
と
庁
舎

平
成
26
年
３
月
の
債
務
負
担

行
為
に
対
し
て
、
議
会
側
は
、
駐

車
場
や
交
通
渋
滞
に
対
し
き
ち
ん

と
対
策
す
る
よ
う
条
件
を
付
け
て

い
る
。
八
木
駅
周
辺
の
渋
滞
解
消

に
は
何
の
動
き
も
な
い
が
、
決
議

を
無
視
し
て
い
る
の
か
。

附
帯
決
議
が
つ
い
た
八
木
駅

周
辺
の
道
路
渋
滞
の
解
消
は
、
交

通
渋
滞
対
策
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
度
、
交
通
量
調
査
を
実
施
し
た
。

平
成
27
年
か
ら
県
警
と
柳
町
交
差

点
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
協
議
を

始
め
、
東
進
左
折
の
車
両
が
ス
ム

ー
ズ
に
通
過
で
き
る
よ
う
、
南
進

右
折
を
時
差
信
号
に
、
そ
の
間
、

東
進
左
折
を
矢
印
で
青
表
示
と
す

る
と
決
ま
っ
た
。
今
年
度
中
に
実

施
予
定
で
あ
る
。

24
号
線
の
北
向
き
の
混
雑
解

消
に
は
、
も
う
少
し
大
が
か
り
な

工
事
等
が
伴
わ
な
け
れ
ば
で
き
な

い
気
が
す
る
。
１
，
１
０
０
坪
の

分
庁
舎
は
、
受
付
窓
口
の
時
間
は

夕
方
の
延
長
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

渋
滞
時
間
の
来
庁
や
退
庁
も
あ
り

得
る
が
認
識
は
。

開
庁
時
間
の
延
長
は
考
え
て

い
な
い
。
渋
滞
対
策
の
効
果
や
、

新
分
庁
舎
の
供
用
開
始
後
の
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

必
要
に
応
じ
や
っ
て
い
き
た
い
。

八
木
北
の
立
体
駐
車
場
を
壊

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
４
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
３
名
）

竹
森　

衛
・
今
西
貴
昭

西
川
正
克

自　

民　

党
（
４
名
）

樫
本
利
明
・
佐
藤
太
郎

井
ノ
上
剛
・
竹
田
の
ぶ
や

錬　
　
　

政
（
２
名
）

廣
井
一
隆
・
大
保
由
香
子

蘇　

政　

会
（
２
名
）

松
木
雅
德
・
た
け
だ
や
す
ひ
こ

す
き
や
ね
ん
橿
原
（
２
名
）

槇
尾
幸
雄
・
小
川
和
俊

青　

丹　

会
（
２
名
）

う
す
い
卓
也
・
松
尾
高
英

自
由
民
主
党
（
２
名
）

奥
田
英
人
・
細
川
佳
秀

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
３
名
）

奥
田　

寛
・
原
山
大
亮

杉
井
康
夫

（
平
成
29
年
6
月
20
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
６
月
20
日
、
21
日
に
11
人
の
議
員
が

活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
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